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特集「ソフトウェア工学」の編集にあたって

高田 眞吾1,a)

現代社会はソフトウェアの上に成り立っている．ソフト

ウェアがきちんと動作している間はその存在をほとんど意

識しないが，故障したりすると個人レベルのみで困ること

もあれば，大きな社会問題に発展することもある．新しい

技術の出現や既存技術の急激な発展により，ソフトウェア

で可能なことが広がっている反面，今までになかった問題

も出てきている．このような状況下では，今まで解決でき

なかった問題だけではなく，新たに出てきた問題，これか

ら起こるであろう問題に対処できることが求められる．こ

れがまさにソフトウェア工学に期待されていることである．

産業界の問題をタイムリーに取り上げ，理論研究に基づく

ソフトウェアの基本原則を導き出し，再び産業界へフィー

ドバックしてその有効性を検証する必要がある．近年のソ

フトウェアを取り巻く環境の変化が速く，産業界の問題点

も研究成果の有効性もダイナミックに変化する．したがっ

て，密接な産学連携での研究を通して，高い実践的有益性

にてその研究価値を高める必要がある．

情報処理学会ソフトウェア工学研究会では，シンポジウ

ム，ワークショップ，研究発表会等を主催し，ソフトウェ

ア工学に携わる産学の研究者，ソフトウェア開発に携わる

技術者・実務者等へ広く参加を呼びかけている．本特集号

もこれらの活動の一環として企画したものである．

本特集号は，ソフトウェア工学に関連した研究開発全般

について，最新の研究成果や開発事例に基づく知見等を幅

広く掲載することを基本方針とした．さらに，通常の論文

投稿だけでなく，ソフトウェア工学研究会主催のソフト

ウェアエンジニアリングシンポジウム 2017（SES2017）に

採録されたシンポジウム論文（フルペーパー）の投稿を推

奨し，シンポジウムの査読結果が反映された質の高い論文

を集めることで，優れた研究成果をシンポジウムだけでは

なく，論文誌での発表を通じて素早く社会にフィードバッ

クすることを目指した．このソフトウェアエンジニアリン

グシンポジウムとの連携は，2011年から継続して行ってい

る取り組みである．

本特集号には 20編の論文の投稿があり（うち取り下げ

1編），ソフトウェア工学分野の専門家による厳正な査読
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と 2回の編集委員会，さらに 2回の臨時編集委員会での慎

重な審査を経て，最終的に 12編（採択率 60%）を採択し

た．編集委員会では情報処理学会の論文査読方針に沿い，

採録となる機会がアップするように「条件付採録」とでき

る場合には条件の明確化に努めた．条件付採録の論文は改

定箇所と方法を明確に示したことで，改定後論文の質が向

上した．惜しくも採録に至らなかった論文に対しても今後

の改訂の指針となるように査読コメントを提示するよう努

めた．コメントを参考に改訂・再投稿されることを期待し

ている．採択された論文は，要求定義，分析・設計，コー

ディング，テスト，保守といったソフトウェア開発の各工

程を対象にしており，可視化，コードクローン，モデリン

グ，エンピリカルな調査など様々な視点から行った研究を

まとめており，多様な論文を収録することができた．

最後に，本特集号に投稿いただいた会員の皆様，本特集

号の機会を与えていただいた論文誌編集委員会，多忙にも

かかわらず丁寧な査読や議論にご尽力いただいた特集号編

集委員と査読者の皆様に深く感謝する．
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